第25回未来構想フォーラム　「宗教・思想から見た日本と世界の課題」

　　平成16年1月13日（火）午後6時ー10時：港区商工会館第１会議室
第1部「宗教から見た日本と世界の課題」
発題者：鎌田東二（京都造形芸術大学芸術学部教授）
１、「宗教」とは何か？
２、日本の宗教文化の特性

　　①自然崇拝（自然信仰）――しかし、「自然」の概念を表わす語はなかった。

　　②アニミズム
　　③シャーマニズム

　　④トーテミズム

３、「神」の概念

①チ・ミ・ヒ・モノ・タマ・オニ・ミコト

　　②神威・神性・神格の包括概念的尊称としての「神」
　　③神とは「様様」である。

　　④「ちはやぶる神」とは荒ぶるマレビトである。

４、神道と仏教との違いとその関係

1 カミは在るモノ　/　仏は成る者　/　Godは創る者　　　在神・成仏・創造神

2 カミは来るモノ　/　仏は往く者　/　Godは遣わす者　　来神・往仏・派遣神

3 カミは立つモノ　/　仏は座る者　/　Godは啓く者　　　立神・座仏・啓示神
①’神道は、畏怖の宗教　存在論　祭りと祓い　道の宗教　神主　

　　②’仏教は、悟りの宗教　認識論　智慧と解脱　慈悲　苦　智慧の宗教　僧・住職
③’キリスト教は、愛と救いの宗教　実践論　愛と赦し　贖罪　教えの宗教　神父牧師
５、神神習合から神仏習合へ

4 八百万の神と八百万神道

5 「神道」とは「カミからの道（The Way from KAMI）」であり、「カミへの道(The Way to KAMI)」である

6 カミとカミは習合する、５つないし７つの名を持つ大国主神

7 『日本書紀』はなぜ本文と「一書に曰く」とを併記したのか？　
伝承の複数性と習合性

8 神仏習合は神神習合の一ブランチ（分枝）である

６、古代神話と中世神話と近代神話の違い
1 古代神話＝律令体制＝公地公民制（天皇を中心とした中央集権国家、藤原氏が実権を握る）、典拠：『古事記』（７１２年）『日本書紀』（７２０年）

2 中世神話＝二重政権（朝廷と幕府）＝荘園制・封建領主制（天皇を戴く武断政治、将軍が実権を握る）、典拠：神道五部書、吉田神道書、神儒仏習合神道書

3 近代神話＝明治維新制＝廃藩置県制・地租改正令（天皇を中心とした中央集権国家、薩長連合が実権を握る）、典拠：帝国憲法（天皇の神聖不可侵）、教育勅語、軍人勅語

７、近代神話はキメラ神話、王政復古と文明開化のキメラ的結合、平田神道の敗退の歴史

1 神仏分離令

2 王政復古

3 文明開化

4 富国強兵

5 殖産興業

6 キリスト教解禁

7 信教の自由、政教分離原則の取り込み

8 自由民権運動の勃興

８、明治維新における宗教改革と文学運動
①「明治」という時代

　　幕藩体制の崩壊＝「鎖国」政策の終焉＝文明開化の始まり

　　二つの原理＝ダブルスタンダードの始まり

大政奉還＝王政復古＝神祇官復興（復古神道―天皇制）

西洋文明＝西洋列強国への追随、脱亜入欧（福沢諭吉）の道

富国強兵・殖産興業・文明開化・十七兼題の課題

　②　明治時代の宗教政策の激変

政治と宗教との関係をどうするか

政教分離と信教の自由の受容

1)神仏分離

2)修験道の廃止

3)神道国教化への試行錯誤

4)キリスト教・キリシタンの解禁

国家統一原理の模索―帝国憲法の発布（明治22年）

　　神祇官―神祇省―教部省・大教院―神道事務局―内務省社寺局―内務省神社局･宗教局

　　神道国教化の断念（信教の自由および政教分離原則への抵触）と神道（神社）非宗教化への道＝公認宗教としての教派神道の成立

③　明治維新への平田篤胤（1776-1834）の影響

1)古道学（国学）――大国隆正、福羽美静など

2)民俗学――柳田國男、折口信夫など

3)霊学・心霊研究――本田親徳、長沢雄楯、出口王仁三郎、宮地水位、宮地厳夫など

日本の「国体」をどう認識するか――国家論

日本人の心性をどう認識するか――日本文化論

日本人の霊性をどう認識するか――日本宗教論

　　妖怪（天狗･鬼･お化け）研究と神・幽冥界研究の連動

④平山省斎（1815-1890）の生き方

　　幕府の外交官としての前半生

　　神道家としての後半生

1)神社の宮司として

2)教導職大教正として

3)教派神道の一派・神道大成教の管長として

　　「外教（キリスト教的西洋文明）」からどのように日本人の精神性を護るかという問題意識、幕府の外交官としての西洋の脅威を実感

９、まとめ

①　神神習合（太古）―神仏習合（古代・中世・近世）―神仏分離（近代）―新神仏習合あるいは神仏共働へ（現代）

②　多様性の統一的調和

③　バランス感覚――神道とはバランスである。祭りはバランス

④　人類史のバランス・シートをシミュレーションする

⑤　芸術立国とarts of peace

⑥　日本の課題――「大和」の再編成とものづくり（霊性と物質性の調和）
⑦　世界の課題――環境・人口・文明・平和
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